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オペラ  蝶 々夫 人 ハイライト  

〈不動岡高等学校物語〉新聞発行支援コンサート  

瀧  廉太郎の数少ないピアノ曲「憾
うらみ

」  
 

 
 

加 藤 良 一   令和4年(2022) 10月24日 
 
 
 

「オペラ蝶々夫人ハイライト～お話と演奏で綴る蝶々夫人～」と題するコンサートが、10月19
日、埼玉県加須市のパストラルかぞ大ホールで開かれました。新聞〈不動岡

ふ ど う お か

高等学校物語〉を発

行している同校OBの新井陽吉さんが発行支援のために主催したコンサートです。 
 
不動岡高校は、埼玉で最も古く、明治19年(1886)、私立埼玉英和学校として開校した歴史のある

高校です。これまでに多くの人材を輩出しています。 
 

〈不動岡高等学校物語〉は、

平成21年(2009)創刊、同校

の卒業生で功績を残した人、

現在活躍されている人、あ

るいは同校の歴史、地域の

様々な情報などを紹介する

タブロイド判6頁ほどの新

聞です。 
これまで不定期で発行し

ていましたが、平成29年
(2017)の第11号を最後に休

刊状態になっていました。 
ところが、再刊を望む声

が高くなったことを受け、

発行資金捻出のために企画

されたのが、今回のコンサ

ートです。 
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オペラ蝶々夫人ハイライト ～お話と演奏で綴る蝶々夫人～ 
 
日時：令和4年(2022) 10月19日 

会場：パストラルかぞ大ホール 

主催：不動岡高等学校物語 

協力：「不動岡高等学校物語」の 

新聞発行を支援する会／ 

及川音楽事務所 

 
第一部 大正ロマンの響き 

・石田祐
ゆ

華
か

利
り

(ソプラノ)  宵待草／ゴンドラの唄／すみれの花咲く頃 
・岸本 和憲(テノール)  母／浜辺の歌／かやの木山の 

・御園生
み そ の う

 瞳(ピアノ)   ピアノ独奏「憾
うらみ

」 瀧廉太郎作曲 

 
第二部 オペラ蝶々夫人ハイライト 

・序曲／広い世界を／愛の二重唱／ある晴れた日に／ 
愛の家よ、さようなら／私の可愛い坊や 

 
 

ソプラノの石田祐
ゆ

華
か

利
り

さん(東京藝術大学、同大学院修了)はリリースしているCDの中に「竹久

夢二と大正ロマン」があります。石田さんはこの時代の歌曲を表情豊かに歌い上げるのを得意と

しているようです。かたや、岸本和憲さん(武蔵野音楽大学、同大学院修了)は、元埼玉オペラ協

会会長を歴任された方です。 

 

第一部は、大正時代の香り漂うメロディが並んだプログラム、心地よいメロディにひたるひとと

きでした。そして、第一部最後に、御園生
み そ の う

 瞳さん(フェリス女学院大学音楽学部ピアノ科卒業)が

ピアノでソロ演奏した、瀧廉太郎のピアノ独奏曲「憾
うらみ

」は初めて聴く珍しい曲でした。この曲は、

廉太郎が死の直前に作曲した数少ないピアノ曲の一つです。廉太郎は、明治36年(1903) 6月29日
に没しています。享年25歳でした。 

 
憾
う ら

みとは、他と比べて自らの不満に思われること、あるいはもの足りなく感じることです。です

から、憎しみを指す、恨みや怨みではなく、心残りや未練、あるいは無念といった思いを廉太郎

はこの曲に託したのでしょう。Allegro marcato ニ短調、8分の6拍子、三部形式の短い曲です。悲

劇的なメロディが胸を打ちます。最後はやはり叩きつけるような低音で突然終わり、自らの運命

を暗示するように響きます。 
 
参考音源：小原 孝（ピアニスト）https://www.youtube.com/watch?v=qK-sk1AX80Q 

 
 

https://www.youtube.com/watch?v=qK-sk1AX80Q
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廉太郎は、明治34年(1901) 4月、日本人の音楽家としては三人目となる欧州留学生としてドイツ

のベルリンに渡っています。その後、メンデルスゾーンが設立したライプツィヒ音楽院に入学し、

作曲や音楽理論を学びはじめました。ところが、その年の11月肺結核に冒され、現地で入院加療

を続けましたが、病状はなかなか改善せず、止む無く帰国を決断しました。 
 
さて、コンサート第二部は、オペラの場面やあらすじを紹介しながらステージが進められました。

司会役(MC)はピアノの御園生
み そ の う

瞳さんでした。コンサート形式でしたが、蝶々夫人の石田祐
ゆ

華
か

利
り

さ

んとピンカートンの岸本和憲さんの熱演により、オペラの面白さを楽しむことができました。 
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今回の〈不動岡高等学校物語〉新聞発行支援コンサートは、どれだけ奏功したでしょうか。 
創刊号１面には「創刊にあたって 先人の業績と校史を学ぼう！」と題して、発行人の新井陽吉

さんが新聞に託す思いを述べています。 
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新井さんは、「下總皖一を偲ぶ会」の顧問されており、音楽関係のイベントをいくつも手掛けて

います。次の写真は第11号で、これ以後発行が止まっており、なんとか再刊をと活動を続けてい

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第11号では、渋沢栄一が大正7年と11年の二度にわたり同校を訪問していたことが掲載されてい

ます。「青
せ い

淵
え ん

先生」とありますが、「青淵」とは渋沢栄一の雅号で、埼玉県深谷市の生家裏手にそ

の昔あった沼に因んでいます。写真右側の論語の碑は、同校のある埼玉県加須市の不動岡公園に

建てられています。 
〈不動岡高等学校物語〉第12号が一日も早く発行されることを祈念いたします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
音楽・合唱コーナーTOPへ  HOME PAGEへ 

 

http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/Document/music/musictop.htm
http://www.max.hi-ho.ne.jp/rkato/

